
具体的対応方針の再検討結果報告書 

病院名 鋸南町国民健康保険鋸南病院 

国の分析結果 Ａ.診療実績が特に少ない（   ）   Ｂ.類似かつ近接（  ） 

自医療機関における検討内容  現在、高齢化・過疎化が著しい地域において、東京湾内海沿いの唯一の病院また第二次救急病院としての機能を担っている。 

当院は、安房区域及び隣接の君津区域の一部における医療圏に対して医療提供を行なっている。 

 当院の役割は、近接した病院が無いことから、２４時間３６５日の医療提供体制を見据え、引き続き現在の機能を担う。 

 

 

 

① 現在の地域における急性期機能や、将来の

人口推移とそれに伴う医療需要の変化等の

医療機関を取り巻く環境を踏まえた、2025

年を見据えた自医療機関の役割 

② 分析の対象とした領域ごとの医療機能の方

向性（他の医療機関との機能統合や連携、

機能縮小、機能停止等） 

 救急医療については、循環器等の疾患を有している患者を受け入れ、これらの疾患のある患者に対応する救急病院としての機能を維持する。 

 高度急性期や回復期を担う医療機関と連携していくうえでも維持を考えている。 

 

 がん 心血管疾患 脳卒中 救急医療 小児医療 周産期医療 災害医療 研修・派遣機能 

H30年度末    ○     

R１年度末    ○     

検討後の方針    ○     
 

③ ①②を踏まえた機能別の病床数の変動  当院では、看護師不足により平成３０年２月から慢性期病棟３４床を休床しており、看護師の確保を目指している。 

 安房区域においては、慢性期病床が過剰であることから、看護師確保後は、回復期病床への機能転換を検討する。 

 

 合計 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 介護等へ移行 

H29年度報告 66  32   34  

R1年度末 66  32   34  

検討後の方針 66  32 34    
 

④ 分析の対象とした領域以外における急性期

機能の役割（他の医療機関では担うことの

できない高度・先進医療や政策医療、新型

コロナウイルス感染症患者の受入等） 

 ＣＴ・ＭＲＩ検査機器により、早期に疾病発見ができるよう検査体制を整えている。 

 当院では、新型コロナウイルス感染症患者の後方支援を行なっている。 

 

⑤ その他 訪問看護、企業等の施設健診などの役割も担っている。 

 老健施設の協力医として、入所者の健康管理に努めている。 

 

 

 

議題２ 

資料２－２ 



平成 29 年度病床機能報告 

医療機関名：鋸南町国民健康保険鋸南病院 

領域 分析項目 実績の実数 

がん 

肺・呼吸器       1 

乳腺       0 

消化器（消化管／肝胆膵）       1 

泌尿器／生殖器        0 

放射線療法       0 

心筋梗塞等の 

心血管疾患 

心筋梗塞       0 

外科手術が必要な心疾患       0 

脳卒中 

超急性期脳卒中加算       0 

クリッピング術等       0 

開頭血腫除去術等       0 

脳血管内治療       0 

救急医療 
救急搬送等の医療      299 

大腿骨骨折等       6 

小児医療 小児入院管理料等       0 

周産期医療 
分娩件数       0 

ハイリスク分娩管理加算       0 

※「救急搬送等の医療」は平成 29年 7 月～平成 30 年 6 月の救急車の受入件数、それ以外は

平成 29年 6 月診療分の実績を「実績の実数」欄に記載してください。 

 


